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新明解説

■『六方よし』の推進役として
　CHO（チーフ・ハピネス・オフィサー）とは，幸福を
マネジメントする専門の役職です。Googleなどの先進企
業がCHOを導入したことから，近年，新しい組織マネジ
メントのあり方として注目を集めています。
　令和の時代となり，未曾有の労働力激減という昭和と
真逆の環境下で，企業の経営課題は，いかに「持続可能性」
を高めていくかになりました。持続可能性は，ステーク
ホルダーとの関係の質をバランスよくしていくことで高
まります。かつて近江商人が大切にした「売り手よし，
買い手よし，世間よし」に加えて，これからは「作り手
よし，地球よし，未来よし」の『六方よし』を実現する
幸福度の高い組織が，社会からなくてはならない存在と
して受け入れられ，永続の道を進んでいくことになるで
しょう。
　それを実現していくことを使命として，期待されてい
る専門家がCHOなのです。
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